
新潟県中高一貫教育総合研究会～中高一貫校の諸課題について～

毎年、新潟県内の中高一貫教育校 11 か校が一堂に会して、中高一貫教育校のメリットを活かした
効果的な教育課程や指導の在り方について研究を進めています。

本年度は、「中高一貫教育の前期課程から後期課程への接続の在り方」をテーマに、講演（ベネッ
セコーポレーション 名達様）、県内中等教育学校の実践発表及び各教科ごとの分科会に分かれての
研究協議を行いました。研究会で話し合われた内容の一部を紹介します。

【学力差が生まれるメカニズム】
中高一貫教育校に在籍する生徒の学力は、１年生と４年生次がターニングポイントとなる。タ

ーニングポイントを意識して、学習者としてステップアップを果たせば、成績の維持・上昇につ
ながる。

変動期 1 年 維持期 2，3，4 年 拡大期 5,6 年

ポイント ポイント ポイント

「学習の基本姿勢を確立させる」 「学習内容の定着に向けて、中１ 「自主的な学習姿勢を確立させる」

期の学習姿勢を維持させる」

・６か年の中で最も学力が変動する ・６か年の中で最も学力が維持さ ・６か年の中で再び学力が変動する

時期 れやすい時期（２年生時点の成 時期

・６年生春までの結果に影響を及ぼ 績が３年間維持され、固定化す

す時期 る傾向がある。

【最後まで成績を向上させるためのポイント】

・４年生秋の学習時間が前期課程の学習時間を大幅に上回る。

・４年生秋までに定期考査後は、「間違えたところ以外」も復習する。

・４年生秋までに学習の仕方を工夫している（辞書習慣、英語の長文の読み方）。

・４年生の秋までに予習の習慣を定着させる。

４年生思春期講座

９月 10 日（水）、「エイズや性感染症を取り巻く現状や正しい知
識を得て、予防のために自分ができることを考える力を育む」こ
とを目的に、標記の講座を行いました。

演題 「エイズ 性感染症について」
講師 笹川 眞人様（大学前クリニック笹川医院 院長）

笹川先生は、医学的な難しい内容についても、パワーポイントを利
用して分かりやすく、生徒に教示してくださり、生徒は真剣に聴き入
っていました。

来週の主な予定

１６日(火) ・留学生ふれあい交流事業
１８日(木) ・チャレンジウォーク（詳細は裏面） 雨天延期
１９日(金) ・チャレンジウォーク予備日 前期課程も昼食が必要です。

・後期課程 期末考査前の部活動停止（～９月３０日）
２０日(土) ・４，５年土曜講座
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３６Km先のゴールを目指せ！～チャレンジウォーク９月18日(木)スタート～

いよいよ来週はチャレンジウォークです。１年生は初めてのチャレンジとなりますが、完走できる
よう、頑張ってほしいと思います。また２年生以上は、記録にチャレンジして、１秒でも早くゴール
できるよう、当日まで体調管理に十分留意してベストコンディションで臨んでほしいと思います。な
お、チャレンジウォークが実施できるのは、50 名を超す保護者ボランティアの皆様のご協力があっ
てこそだと感謝申し上げます。
【本年度の変更点】

ｏコース変更
本校の最初のコース（Ⅰ・Ⅱ期生のみが経験）を参考に、昨年度までのコースを変更しま

した。
ｏ時間制限の設定

生徒の安全確保の観点から、日没を過ぎてゴールすることがないように、時間制限を設け
ました。

ｏチャレンジ
学年ごとにスタートしていましたが、全コースを走り抜きたい生徒のため、学年枠を取り

外し、希望する生徒は最初にスタートできるようにしました。
【１８日（木）当日実施の可否の連絡について】

当日の実施の可否については、５時３０分に決定し、「順延・中止の場合のみ」学級連絡網及び
中等メールでお知らせします。早朝となりますが、ご協力お願いします。

【チャレンジウォーク時の持ち物】

・筆記用具 ・帽子（必要に応じて）

・タオル・ティッシュ（トイレの際に必要な場合も考えられます。）

・常備薬 ・弁当（手軽に食べられる物）

・水筒（ペットボトル可 ）

・雨具 ・長袖・長ズボン（主に虫対策）

・運動に適したシューズ ・バッグ（動きやすい両肩がけのもの）

・時計（あれば便利！！） ・虫除けスプレー ・熊除けの鳴り物（鈴など）

・熱中症対策のための用意


